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１
　
本
書
の
ね
ら
い

本
書
は
、「
帝
国
日
本
」「
ポ
ス
ト
帝
国
」
時
代（（
（

に
東
ア
ジ
ア
各
地
で
行
わ
れ
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
学
術
調
査
を
、
科
学

史
あ
る
い
は
学
問
史
の
観
点
か
ら
検
討
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
日
本
で
は
、
か
つ
て
支
配
下
に
置
い
た
ア
ジ
ア
各
地
の
植
民
地
・
占
領
地
の
歴
史

に
関
す
る
膨
大
な
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
こ
う
し
た
植
民
地
・
占
領
地
史
研
究
の
進
展
に
く
わ
え
、
近
年
で
は
、
日

本
敗
戦
＝
植
民
地
帝
国
崩
壊
後
に
お
け
る
ア
ジ
ア
各
国
の
「
戦
後
」
史
に
関
す
る
研
究
も
盛
ん
に
な
っ
て
お
り
、「
帝
国
日
本
」

「
ポ
ス
ト
帝
国
」
史
研
究
は
、
現
在
、
歴
史
研
究
の
大
き
な
潮
流
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
研
究
の
展
開
と
連
動
し
て
、
九
〇
年
代
に
は
、
科
学
史
家
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
の
研
究
者
に
よ
っ
て
、
ア
ジ

ア
各
地
の
植
民
地
・
占
領
地
に
お
け
る
学
術
活
動
に
関
す
る
歴
史
研
究
も
本
格
的
に
は
じ
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
生
物
学
、
物
理
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学
、
化
学
、
医
学
、
工
学
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
科
学
技
術
の
領
域
か
ら
、
歴
史
学
、
政
治
学
、
法
学
、
経
済
学
な
ど
の
人
文
社
会

科
学
の
領
域
ま
で
、
か
つ
て
植
民
地
・
占
領
地
で
行
わ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
学
術
活
動
に
つ
い
て
の
検
討
が
進
め
ら
れ
る

と
と
も
に
、
現
地
に
設
立
さ
れ
た
研
究
教
育
機
関
、
博
物
館
の
歴
史
な
ど
、
多
様
な
問
題
系
を
め
ぐ
っ
て
「
帝
国
日
本
」
の
学

知
の
政
治
性
が
問
う
研
究
が
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
た（（
（

。
こ
う
し
た
「
帝
国
日
本
」
時
代
の
学
術
活
動
へ
の
関
心
は
、
か
つ
て

日
本
の
支
配
下
に
置
か
れ
た
東
ア
ジ
ア
諸
国
に
も
共
有
さ
れ
て
お
り
、
韓
国
・
台
湾
・
中
国
に
お
い
て
も
、
植
民
地
・
占
領
地

時
代
の
学
術
活
動
に
関
す
る
歴
史
研
究
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
。
本
書
は
、
こ
う
し
た
研
究
潮
流
に
棹
さ
し
つ
つ
、
学
術
活
動

の
な
か
で
も
特
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
歴
史
的
意
味
を
考
え
る
こ
と
を
企
図
し
て
い
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
フ
ィ
ー
ル
ド
系
の
学
問
領
域
で
は
、
日
本
国
内
を
含
む
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
学
術
調
査
に
関
す
る
学

史
研
究
は
古
く
か
ら
存
在
す
る
。
と
り
わ
け
民
族
学
（
文
化
／
社
会
人
類
学
）
や
民
俗
学
に
お
い
て
は
、
現
地
調
査
が
大
き
な

位
置
を
占
め
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
学
問
領
域
の
学
史
研
究
は
必
然
的
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
歴
史
を
含
む
も
の
と
な
る
。

ま
た
、
か
つ
て
今
西
錦
司
ら
を
擁
し
、「
探
検
大
学
」
と
も
称
さ
れ
た
京
都
大
学
に
お
け
る
学
術
調
査
の
歴
史
に
つ
い
て
、
関

係
者
を
中
心
に
、
研
究
が
一
定
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
先
に
述
べ
た
「
帝
国
日
本
」

「
ポ
ス
ト
帝
国
」
史
研
究
の
潮
流
と
は
別
の
と
こ
ろ
で
、
従
来
か
ら
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
歴
史
に
関
わ
る
研
究
が
進
め
ら
れ

て
き
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る（（
（

。

だ
が
、
先
に
述
べ
た
「
帝
国
日
本
」
の
学
知
と
い
う
問
題
意
識
に
も
と
づ
き
、（
特
に
海
外
に
お
け
る
）
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

の
政
治
性
を
問
う
よ
う
な
研
究
が
登
場
し
た
の
は
や
は
り
九
〇
年
代
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
研
究
動
向
を

リ
ー
ド
し
た
の
は
、
古
く
か
ら
植
民
地
主
義
と
の
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
民
族
学
（
文
化
／
社
会
人
類
学
）
に
関
す
る
学
史

研
究
で
あ
っ
た（（
（

。

し
か
し
、
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
民
族
学
（
文
化
／
社
会
人
類
学
）
の
学
史
以
外
に
視
野
を
広
げ
て
み
る
と
、「
帝
国
日

本
」
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
歴
史
を
主
題
と
し
た
研
究
は
必
ず
し
も
多
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
と
お
り
、
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本
書
は
九
〇
年
代
以
降
の
植
民
地
・
占
領
地
史
研
究
の
蓄
積
を
踏
ま
え
て
い
る
が
、
管
見
の
限
り
、
本
書
で
扱
う
さ
ま
ざ
ま
な

学
問
領
域
に
お
け
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
展
開
を
「
帝
国
日
本
」「
ポ
ス
ト
帝
国
」
史
の
な
か
に
位
置
づ
け
る
よ
う
な
著
作

は

─
研
究
論
文
は
と
も
あ
れ

─
ほ
ぼ
皆
無
に
近
い（（
（

。
本
書
で
は
、
自
然
・
人
文
・
社
会
の
区
別
を
こ
え
た
多
様
な
学
問
領

域
に
お
け
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
う
し
た
意
味
で
、
本
書
は
、
学
問
領
域
横
断
的
な
形
で

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
「
帝
国
」
と
の
関
わ
り
を
考
え
よ
う
と
す
る
、
日
本
で
は
じ
め
て
の
研
究
書
だ
と
い
っ
て
よ
い
。

2
　
本
書
の
視
角

本
書
で
扱
わ
れ
る
学
問
領
域
は
、
考
古
学
、
歴
史
学
、
民
俗
学
、
文
化
人
類
学
（
民
族
学
）、
地
理
学
、
薬
理
学
、
生
物
学

で
あ
る
。
人
文
科
学
か
ら
自
然
科
学
ま
で
、
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
系
の
学
問
か
ら
、
一
見
す
る
と
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
と
は
無
縁
に
も
思
え
る
学
問
ま
で
、
各
章
が
分
析
対
象
と
す
る
領
域
は
多
種
多
様
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
問
領
域
の
な
か
で

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
果
た
し
た
役
割
が
分
析
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
本
書
が
カ
バ
ー
す
る
時
代
は
、
一
九
世
紀
末
か
ら
戦
後
、
お
お
む
ね
一
九
六
〇
年
代
ま
で
で
あ
る
。
基
本
的
に
は

「
帝
国
日
本
」
時
代
の
植
民
地
・
占
領
地
に
お
け
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
中
心
と
な
る
が
（
第
一
章
─
第
四
章
）、
最
後
の
二

章
に
は
、「
ポ
ス
ト
帝
国
」
時
代
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
関
す
る
論
考
が
置
か
れ
る
（
第
五
章
・
第
六
章
）。
各
章
で
検
討
対

象
と
な
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
実
施
さ
れ
た
地
域
は
、
中
国
大
陸
お
よ
び
日
本
国
内
（
第
一
章
）、
朝
鮮
半
島
（
第
二
章
・
第

三
章
）、
パ
ラ
オ
（
第
四
章
）、
北
海
道
（
第
五
章
）、
瀬
戸
内
地
方
・
沖
縄
・
韓
国
（
第
六
章
）
だ
が
、
フ
ィ
ー
ル
ド
研
究
者
の

多
く
は
一
ヶ
所
に
留
ま
ら
ず
、「
帝
国
」
各
地
を
移
動
し
な
が
ら
調
査
を
実
施
し
た
の
で
、
各
章
で
は
、
必
要
に
応
じ
て
彼
ら

の
地
域
間
で
の
移
動
を
め
ぐ
る
問
題
に
も
目
を
向
け
て
い
る（（
（

。

本
書
で
検
討
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
ほ
と
ん
ど
は
植
民
地
や
占
領
地
を
舞
台
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
以
上
、
当
然
そ
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こ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
植
民
地
状
況
が
影
を
落
と
し
て
い
る
。「
調
査
す
る
側
」
と
「
調
査
さ
れ
る
側
」
の
あ
い
だ
の
不
均

衡
な
関
係
や
、
そ
こ
で
生
じ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
（
宮
本
常
一
「
調
査
地
被
害
」）
が
指
摘
さ
れ
て
既
に
久
し
い
が
、
植
民
地
・

占
領
地
で
行
わ
れ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
に
お
い
て
、
そ
れ
は
よ
り
先
鋭
的
な
形
で
現
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
ま
た
、
そ
れ

は
調
査
す
る
側
の
人
間
＝
研
究
者
と
、
調
査
さ
れ
る
側
の
人
間
＝
現
地
住
民
の
あ
い
だ
の
関
係
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
宗
主
国
の

研
究
者
と
そ
の
調
査
対
象
（
当
然
、
そ
れ
は
人
間
と
は
限
ら
な
い
）
の
あ
い
だ
に
は
、
植
民
地
出
身
の
研
究
者
を
含
め
て
さ
ま
ざ

ま
な
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
が
存
在
す
る
が
、
各
章
で
は
、
こ
う
し
た
多
様
な
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を
め
ぐ
る
問
題
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
各
章
に
お
け
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
対
す
る
捉
え
方
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
第
一
章
が
扱
う
の
は
文
献
史

学
を
越
え
る
可
能
性
を
も
つ
（
と
考
え
ら
れ
た
）
方
法
論
と
し
て
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
第
二
章
に
お

け
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
は
、
極
論
す
れ
ば
文
献
の
記
述
を
再
確
認
す
る
た
め
の
作
業
に
す
ぎ
な
い
。
さ
ら
に
第
三
章
に
お

け
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
、
実
験
研
究
と
相
補
う
も
の
で
あ
り
、
第
四
章
に
お
い
て
は
植
民
地
で
の
生
活
総
体
が
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
第
五
章
が
焦
点
を
当
て
る
の
は
研
究
者
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
な
ど
か
ら
明
ら
か

に
な
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
実
態
で
あ
り
、
第
六
章
が
主
題
化
す
る
の
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
カ
ー
が
各
地
を
移
動
す
る
姿

で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
、
ま
ず
は
各
章
が
扱
う
学
問
分
野
に
よ
っ
て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
捉
え
方
や
方
法
論
に
違
い
が
あ
っ

た
か
ら
だ
と
も
い
え
る
が
、
本
書
で
は
こ
う
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
方
法
論
上
の
問
題
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
。
だ
が
、
少
な
く
と
も
本
書
を
通
読
す
る
こ
と
で
、
植
民
地
や
占
領
地
な
ど
で
進
め
ら
れ
た
多
様
な
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
の
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。
本
書
各
章
で
の
分
析
を
き
っ
か
け
に
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
方
法
論
に

つ
い
て
、
さ
ら
な
る
議
論
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
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3
　
各
章
の
内
容

こ
こ
で
本
書
へ
の
導
入
と
し
て
、
各
章
の
内
容
を
簡
単
に
紹
介
し
よ
う
。

第
一
章
（
菊
地
暁
「
民
俗
学
者
・
水
野
清
一
」）
が
取
り
上
げ
る
の
は
、
中
国
の
雲
高
（
雲
崗
）
石
窟
の
発
掘
調
査
や
京
大
イ
ラ

ン
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
パ
キ
ス
タ
ン
学
術
調
査
な
ど
で
知
ら
れ
る
東
洋
考
古
学
者
・
水
野
清
一
と
彼
を
取
り
巻
く
研
究
者
で

あ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
考
察
の
対
象
と
な
る
の
は
、
水
野
た
ち
の
考
古
学
上
の
業
績
で
は
な
い
。
本
章
の
題
名
が
示
す
と
お

り
、
本
章
は
、「「
考
古
学
者
・
水
野
清
一
」
の
陰
に
忘
れ
ら
れ
た
「
民
俗
学
者
・
水
野
清
一
」」
に
光
を
当
て
よ
う
と
す
る
試

み
で
あ
る
。

著
者
に
よ
れ
ば
、
一
九
三
〇
─
四
〇
年
代
ま
で
時
代
を
遡
る
と
、
そ
こ
に
は
現
在
で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
、
考
古
学
と

民
俗
学
の
距
離
感
と
協
同
が
存
在
し
た
。
こ
の
時
代
、
京
大
文
学
部
の
史
学
科
に
学
ん
だ
水
野
清
一
を
含
む
若
き
研
究
者
た
ち

は
、
民
俗
学
に
対
し
て
並
々
な
ら
ぬ
関
心
を
抱
い
て
お
り
、
彼
ら
に
と
っ
て
、
考
古
学
と
民
俗
学
は
、
と
も
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
を
基
盤
と
し
、
か
つ
非
文
字
資
料
を
扱
い
人
類
文
化
史
の
再
構
成
を
目
指
す
「
新
し
い
歴
史
学
」
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。

か
く
し
て
、
本
章
で
は
、
水
野
と
彼
の
周
辺
に
い
た
考
古
学
者
・
民
俗
学
者
の
学
術
活
動
が
、「
戦
前
期
」「
戦
中
期
」「
占

領
期
」
に
分
け
て
分
析
さ
れ
て
い
く
。
第
2
節
（
戦
前
期
）
で
、
水
野
が
学
ん
だ
京
大
史
学
科
が
標
榜
し
た
「
文
化
史
学
」
と

民
俗
学
と
の
近
さ
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
第
3
節
（
戦
中
期
）
で
は
、
戦
時
中
、
中
国
大
陸
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
盛
ん
に
進

め
た
水
野
に
お
け
る
民
俗
学
的
関
心
が
あ
ぶ
り
出
さ
れ
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
第
4
節
（
占
領
期
）
で
は
、
水
野
を
介
し
た
京

大
の
研
究
者
と
「
旅
の
巨
人
」
宮
本
常
一
（
民
俗
学
者
）
の
接
近
が
も
つ
意
味
が
考
察
さ
れ
る
。

現
在
で
も
、
例
え
ば
博
物
館
な
ど
で
は
、
民
俗
学
者
と
考
古
学
者
の
協
同
が
皆
無
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
が
、
本
章
が
指
摘

す
る
と
お
り
、
同
じ
フ
ィ
ー
ル
ド
系
の
学
問
で
あ
り
な
が
ら
、
戦
後
、
考
古
学
と
民
俗
学
は
あ
る
意
味
で
対
照
的
な
道
を
歩
む
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こ
と
に
な
っ
た
。
学
問
の
制
度
化
の
意
味
を
改
め
て
考
え
さ
せ
る
論
考
で
あ
る
。

続
く
第
二
章
（
ア
ル
ノ
・
ナ
ン
タ
「
植
民
地
考
古
学
・
歴
史
学
・
博
物
館
」）
は
、
第
一
章
と
同
じ
く
、
考
古
学
・
歴
史
学
に
お

け
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
扱
っ
て
い
る
が
、
だ
い
ぶ
お
も
む
き
が
異
な
る
。
こ
こ
で
問
題
と
さ
れ
る
の
は
、
植
民
地
統
治
時

代
の
朝
鮮
を
舞
台
と
し
た
考
古
学
・
歴
史
学
研
究
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
（
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
創
造
）、
植
民

地
統
治
の
関
係
で
あ
る
。

本
章
は
、
大
韓
帝
国
期
か
ら
日
韓
併
合
（
一
九
一
〇
年
）
を
経
て
、
日
本
の
植
民
地
支
配
が
終
わ
る
四
五
年
ま
で
の
朝
鮮
半

島
に
お
け
る
考
古
学
研
究
の
展
開
を
、
初
期
に
お
け
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（
第
2
節
）、
日
韓
併
合
後
、
総
督
府
主
導
で
行

わ
れ
た
考
古
学
研
究
の
制
度
化
（
第
3
節
）、
そ
の
後
の
発
掘
事
業
の
展
開
と
博
物
館
の
設
立
（
第
4
節
）、
考
古
学
関
係
の
出

版
物
（
第
5
節
）
と
い
う
順
序
で
丹
念
に
追
っ
て
い
く
。
本
章
の
議
論
を
通
じ
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
の
は
、
植
民
地
朝
鮮
に
お

け
る
考
古
学
研
究
が
朝
鮮
半
島
の
過
去
を
古
代
か
ら
連
綿
と
続
く
「
一
国
史
」
と
し
て
捉
え
、（
解
放
後
の
）
朝
鮮
人
の
ナ
シ

ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
も
一
定
の
影
響
を
与
え
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
う
し
た
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
＝
発
掘
調
査
が
、
結
局
の
と
こ

ろ
、
文
献
資
料
に
よ
っ
て
「
既
に
知
ら
れ
た
」
知
識
を
再
確
認
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。
第
一
章
に
登
場
す

る
一
九
三
〇
年
代
の
京
大
文
化
史
学
派
に
お
い
て
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
文
献
史
学
の
限
界
性
を
越
え
る
方
法
論
と
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
は
古
文
献
の
記
述
を
再
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
第
三
章
（
愼
蒼
健
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
実
験
室
科
学
の
接
合
」）
は
、
や
は
り
日
本
統
治
時
代
の
朝
鮮
半
島
に
お

け
る
学
知
を
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
。
先
の
二
つ
が
人
文
科
学
分
野
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
こ
こ
で
焦
点
が
当
て
ら
れ
る
の
は
、

京
城
帝
大
に
お
け
る
薬
理
学
研
究
の
誕
生
と
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
関
係
で
あ
る
。

著
者
に
よ
れ
ば
、
植
民
地
統
治
下
の
朝
鮮
に
お
い
て
、
一
九
一
〇
年
代
か
ら
総
督
府
の
さ
ま
ざ
ま
な
セ
ク
タ
ー
で
薬
用
植
物

に
関
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（
現
地
医
療
者
に
対
す
る
聞
き
取
り
を
含
む
）
と
文
献
調
査
が
進
め
ら
れ
て
い
た
（
第
2
節
─
第



序　論　「帝国日本」「ポスト帝国」時代のフィールドワークを問い直す

7

4
節
）。
そ
こ
に
日
本
の
「
内
地
」
お
よ
び
満
洲
で
進
め
ら
れ
た
漢
薬
に
対
す
る
実
験
研
究
（
第
5
節
）
が
合
流
す
る
形
（「
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
実
験
室
科
学
の
接
合
」）
で
、
京
城
帝
大
に
お
け
る
漢
薬
に
関
す
る
薬
理
学
的
研
究
は
成
立
し
た
の
だ
と
い
う
。

そ
し
て
、
京
城
帝
大
の
薬
理
学
研
究
は
、
一
九
三
〇
年
以
降
、
帝
国
日
本
の
大
陸
進
出
と
連
動
し
て
、
中
国
大
陸
で
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
や
軍
事
用
医
薬
品
の
研
究
開
発
に
邁
進
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
京
城
帝
大
薬
理
学
教
室
の
研
究
史
は
、
受
け
身

で
は
な
く
、
主
体
的
に
政
治
に
関
与
す
る
こ
と
で
研
究
を
拡
大
し
て
い
く
歴
史
な
の
で
あ
っ
た
（
第
6
節
）。

こ
こ
で
は
、
第
一
章
、
第
二
章
と
は
ま
た
違
っ
た
形
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
菊

地
・
ナ
ン
タ
が
問
題
と
し
て
い
た
の
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
文
献
研
究
の
関
係
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
描
き
出
さ
れ
る
の

は
実
験
室
科
学
を
補
う
も
の
と
し
て
文
献
調
査
と
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
求
め
ら
れ
る
姿
で
あ
る
。

同
じ
く
自
然
科
学
分
野
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
扱
っ
た
第
四
章
（
坂
野
徹
「
珊
瑚
礁
・
旅
・
島
民
」）
は
、
戦
前
、
南
洋
群

島
と
呼
ば
れ
た
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
・
パ
ラ
オ
に
置
か
れ
た
パ
ラ
オ
熱
帯
生
物
研
究
所
の
学
術
活
動
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
パ
ラ
オ
研
に
は
、「
内
地
」
か
ら
若
い
研
究
者
が
派
遣
さ
れ
、
現
地
で
珊
瑚
礁
を
中
心
と
す
る
熱
帯
生
物
の
研
究

に
あ
た
っ
た
。

本
章
は
、
植
民
地
統
治
下
で
進
め
ら
れ
た
パ
ラ
オ
研
に
お
け
る
研
究
生
活
全
て
を
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
捉
え
る
。
パ
ラ
オ

研
の
よ
う
な
臨
海
実
験
所
に
お
い
て
は
、「
野
外
調
査
」
と
「
実
験
室
」
の
区
分
は
明
確
で
は
な
く
、
し
か
も
海
外
植
民
地
で

の
研
究
生
活
は
そ
れ
自
体
が
一
種
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
み
な
せ
る
と
い
う
判
断
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
研
究
所
設
立

の
背
景
を
確
認
し
た
上
で
（
第
2
節
）、
現
地
住
民
と
の
交
流
を
含
め
た
、
研
究
員
の
パ
ラ
オ
で
の
研
究
生
活
が
詳
細
に
検
討

さ
れ
る
（
第
3
節
）。
そ
し
て
、
一
九
三
〇
年
代
末
以
降
、
研
究
所
が
戦
時
体
制
に
巻
き
込
ま
れ
、
つ
い
に
は
閉
鎖
さ
れ
る
と

と
も
に
、
元
研
究
員
た
ち
が
東
南
ア
ジ
ア
の
占
領
地
に
お
け
る
占
領
政
策
に
関
わ
っ
た
局
面
（
第
4
節
）
と
、
研
究
所
の
遺
産

が
ア
メ
リ
カ
に
利
用
さ
れ
て
い
く
事
態
（
第
5
節
）
が
描
き
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

本
章
が
お
も
に
依
拠
す
る
の
は
（
元
）
研
究
員
た
ち
が
戦
後
も
刊
行
し
続
け
た
パ
ラ
オ
研
の
同
窓
会
誌
（『
岩
山
会
会
報
』）
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だ
が
、
著
者
は
、
そ
れ
を
ひ
と
つ
の
偉
大
な
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
と
呼
ん
で
い
る
。

以
上
こ
こ
ま
で
が
「
帝
国
日
本
」
時
代
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
関
す
る
章
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
以
下
の
二
つ
の
章
が

扱
う
の
は
「
ポ
ス
ト
帝
国
」
時
代
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
あ
る
。

ま
ず
第
五
章
（
木
名
瀬
高
嗣
「「
ア
イ
ヌ
民
族
綜
合
調
査
」
と
は
何
だ
っ
た
の
か
」）
が
焦
点
を
当
て
る
の
は
、
日
本
敗
戦
後
の
北

海
道
を
舞
台
と
し
た
「
ア
イ
ヌ
民
族
綜
合
調
査
」（
一
九
五
一
─
五
四
年
）
と
そ
こ
で
泉
靖
一
（
文
化
人
類
学
者
）
が
果
た
し
た

役
割
で
あ
る
。

本
章
は
大
き
く
二
つ
の
部
分
か
ら
な
る
。
ま
ず
第
2
節
で
は
、
家
系
調
査
に
も
と
づ
き
ア
イ
ヌ
社
会
に
「
固
有
」
の
構
造
と

機
能
を
再
構
成
し
よ
う
と
す
る
「
綜
合
調
査
」
の
試
み
が
本
来
的
に
「
仮
構
」
で
し
か
な
い
こ
と
、
こ
の
共
同
研
究
に
は
、
中

央
の
「
文
化
人
類
学
」
者
が
、「
北
海
道
諸
学
者
」（
仮
に
「
民
族
／
民
俗
学
」
者
と
呼
ば
れ
る
）
と
ア
イ
ヌ
の
「
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
・

イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
」
と
い
う
二
重
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を
媒
介
と
し
て
ア
イ
ヌ
を
知
的
に
搾
取
・
収
奪
す
る
構
造
が
存
在
し
た

こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

だ
が
、
著
者
に
よ
れ
ば
、
以
上
は
あ
く
ま
で
も
活
字
化
さ
れ
た
論
文
な
ど
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
分
析
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で

本
章
の
真
骨
頂
は
第
3
節
に
あ
る
。
こ
こ
で
分
析
の
対
象
と
な
る
の
は
、
泉
靖
一
の
ア
イ
ヌ
調
査
に
関
す
る
「
挫
折
」
体
験

─
「
綜
合
調
査
」
の
後
半
、
泉
が
ひ
と
り
の
ア
イ
ヌ
の
老
女
か
ら
罵
倒
さ
れ
、
ア
イ
ヌ
研
究
か
ら
撤
退
し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ

ー
ド

─
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
著
者
は
、
泉
靖
一
の
遺
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
や
泉
の
調
査
に
同
行
し
た

研
究
者
か
ら
の
私
信
な
ど
に
も
と
づ
い
て
、
実
際
の
「
挫
折
」
は
も
っ
と
後
の
こ
と
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
し
か
も
こ
の

「
挫
折
」
譚
が
、
一
九
六
〇
年
代
末
に
お
け
る
全
共
闘
運
動
な
ど
を
背
景
と
し
た
文
化
人
類
学
に
お
け
る
植
民
地
主
義
批
判
の

流
れ
の
な
か
で
登
場
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

そ
し
て
、
最
後
の
第
六
章
（
泉
水
英
計
「
ア
メ
リ
カ
人
地
理
学
者
に
よ
る
冷
戦
期
東
ア
ジ
ア
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
」）
が
分
析
の
俎

上
に
あ
げ
る
の
は
、「
帝
国
日
本
」
に
代
わ
る
新
た
な
「
帝
国
」
と
し
て
東
ア
ジ
ア
地
域
の
覇
権
を
握
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
地
理
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学
者
（
Ｆ
・
ピ
ッ
ツ
）
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
あ
る
。
フ
ィ
ー
ル
ド
研
究
者
の
移
動
の
問
題
は
、
こ
こ
ま
で
の
各
章
で
も
触

れ
ら
れ
て
い
た
が
、
本
章
は
、
そ
れ
を
中
心
的
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
。

日
本
敗
戦
間
際
の
一
九
四
五
年
に
ア
メ
リ
カ
海
軍
東
洋
語
学
校
を
卒
業
後
、
ミ
シ
ガ
ン
大
学
大
学
院
で
学
ん
だ
ピ
ッ
ツ
は
、

五
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
に
か
け
て
、
瀬
戸
内
、
沖
縄
、
韓
国
で
農
村
調
査
を
実
施
し
た
。
本
章
が
注
目
す
る
の
は
、
戦
時
中
、

対
日
戦
争
の
た
め
に
ア
メ
リ
カ
で
急
速
に
発
展
し
た
日
本
研
究
が
沖
縄
研
究
、
さ
ら
に
は
韓
国
研
究
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
姿

で
あ
る
。

ピ
ッ
ツ
が
瀬
戸
内
、
沖
縄
、
韓
国
で
実
施
し
た
調
査
は
基
本
的
に
実
践
的
な
目
的
と
結
び
つ
い
て
い
た
が
、
著
者
は
そ
こ
に

単
純
な
政
治
性
（
ア
メ
リ
カ
政
府
や
軍
の
要
請
）
を
読
み
込
ん
で
よ
し
と
は
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
ピ
ッ
ツ
は
現
地
（
沖
縄
）
の

統
治
に
と
っ
て
不
利
な
調
査
を
も
辞
さ
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
む
し
ろ
、
こ
こ
で
著
者
が
強
調
す
る
の
は
、
研
究
者
が
「
地
域
」

を
結
ん
で
移
動
す
る
こ
と
は
（
そ
の
研
究
者
が
属
す
る
国
家
が
）
優
勢
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
逆
に
「
地
域
」
に
留
ま
る

こ
と
こ
そ
が
「
劣
位
」
の
証
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

翻
っ
て
考
え
て
み
る
と
、
同
種
の
構
造
は
、
本
書
の
他
の
章
で
検
討
さ
れ
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
も
存
在
し
た
し

─
例

え
ば
、
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
日
本
人
研
究
者
（
さ
ら
に
そ
れ
は
細
分
化
で
き
る
）
と
朝
鮮
人
研
究
者
の
関
係
（
第
二
章
）
や
、

ア
イ
ヌ
研
究
に
お
け
る
中
央
の
「
文
化
人
類
学
」
者
と
「
北
海
道
諸
学
者
」
の
関
係
（
第
五
章
）
な
ど

─
、
さ
ら
に
、
現
在

の
学
術
研
究
の
さ
ま
ざ
ま
な
局
面
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
こ
こ
で
の
著
者
の
指
摘
は
、「
帝
国

日
本
」
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
地
域
研
究
の
覇
権
を
め
ぐ
る
問
題
を
考
え
る
た
め
の
重
要
な
視
座
を
提
示

し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

な
お
、
本
書
は
全
体
と
し
て
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
を
入
念
に
検
討
し
た
う
え
で
構
成
を
決
め
て
い
る
が
、
も
と
も
と
各
論
考
は

独
立
の
論
文
と
し
て
執
筆
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
興
味
の
あ
る
章
か
ら
読
ん
で
い
た
だ
い
て
も
理
解
可
能
な
内
容
と
な
っ

て
い
る
こ
と
を
こ
こ
で
お
伝
え
し
て
お
き
た
い
。
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注（
1
）　

本
論
で
は
、「
帝
国
日
本
」
崩
壊
後
の
時
期
を
指
す
際
、（
少
々
座
り
の
よ
く
な
い
表
現
だ
が
）「
ポ
ス
ト
帝
国
」
時
代
と
い

う
用
語
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。
こ
こ
に
は
、
も
は
や
「
帝
国
」
と
は
呼
び
が
た
い
が
、
同
時
に
「
帝
国
」
の
遺
産
が
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
残
っ
て
い
る
時
代
と
い
っ
た
意
味
を
込
め
て
い
る
。

（
2
）　

そ
の
一
つ
の
達
成
が
、『
岩
波
講
座
「
帝
国
」
日
本
の
学
知
』
全
八
巻
だ
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
科
学
技
術
関
係
の
巻
が
、

「
実
学
と
し
て
の
科
学
技
術
」（
第
七
巻
）
だ
け
で
あ
る
こ
と
な
ど
（
田
中
編　

二
〇
〇
六
）、
こ
の
講
座
で
扱
わ
れ
て
い
る
学
問

領
域
に
片
寄
り
が
あ
る
こ
と
も
否
め
な
い
。

（
3
）　

こ
こ
で
は
、
個
別
の
学
問
分
野
に
お
け
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
歴
史
に
触
れ
た
研
究
を
羅
列
す
る
代
わ
り
に
、
こ
う
し
た

学
問
領
域
で
の
著
名
な
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
カ
ー
を
主
人
公
と
し
た
代
表
的
著
作
と
し
て
、
中
薗
英
助
『
鳥
居
龍
蔵
伝

─
ア
ジ
ア

を
走
破
し
た
人
類
学
者
』、
佐
野
眞
一
『
旅
す
る
巨
人

─
宮
本
常
一
と
渋
沢
敬
三
』、
斎
藤
清
明
『
今
西
錦
司
伝

─
「
す
み
わ

け
」
か
ら
自
然
学
へ
』
の
三
冊
を
挙
げ
て
お
く
。
こ
う
し
た
著
作
を
み
れ
ば
、
人
類
学
（
民
族
学
）、
民
俗
学
、
京
都
学
派
に
お

け
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
占
め
る
役
割
の
大
き
さ
が
わ
か
る
（
中
薗　

一
九
九
五;

佐
野　

一
九
九
六;

斎
藤　

二
〇
一
四
）。

（
4
）　

九
〇
年
代
以
降
、
刊
行
さ
れ
た
日
本
の
民
族
学
（
人
類
学
）
史
に
関
す
る
多
く
の
歴
史
研
究
の
な
か
か
ら
、
こ
こ
で
は
特
に

「
学
術
調
査
」
を
表
題
に
も
つ
著
作
と
し
て
、
山
路
勝
彦
『
近
代
日
本
の
海
外
学
術
調
査
』（
二
〇
〇
六
）
と
山
路
勝
彦
編
『
日
本

の
人
類
学

─
植
民
地
主
義
・
異
文
化
研
究
・
学
術
調
査
の
歴
史
』（
二
〇
一
一
）
の
二
冊
を
挙
げ
て
お
く
。

（
5
）　

あ
く
ま
で
も
国
内
調
査
が
対
象
だ
が
、「
ポ
ス
ト
帝
国
」
時
代
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
主
題
と
し
た
研
究
と
し
て
、
拙
著

『
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
戦
後
史

─
宮
本
常
一
と
九
学
会
連
合
』（
二
〇
一
一
）
が
あ
る
。

（
6
）　

残
念
な
が
ら
、
台
湾
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
扱
う
章
を
置
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

参
考
文
献

斎
藤
清
明
（
二
〇
一
四
）『
今
西
錦
司
伝

─
「
す
み
わ
け
」
か
ら
自
然
学
へ
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

坂
野
徹
（
二
〇
一
一
）『
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
戦
後
史

─
宮
本
常
一
と
九
学
会
連
合
』
吉
川
弘
文
館

佐
野
眞
一
（
一
九
九
六
）『
旅
す
る
巨
人

─
宮
本
常
一
と
渋
沢
敬
三
』
文
藝
春
秋

田
中
耕
司
編
（
二
〇
〇
六
）『
岩
波
講
座
「
帝
国
」
日
本
の
学
知
（
第
七
巻
）
実
学
と
し
て
の
科
学
技
術
』
岩
波
書
店

中
薗
英
助
（
一
九
九
五
）『
鳥
居
龍
蔵
伝

─
ア
ジ
ア
を
走
破
し
た
人
類
学
者
』
岩
波
書
店



序　論　「帝国日本」「ポスト帝国」時代のフィールドワークを問い直す

11

山
路
勝
彦
（
二
〇
〇
六
）『
近
代
日
本
の
海
外
学
術
調
査
』
山
川
出
版
社

山
路
勝
彦
編
（
二
〇
一
一
）『
日
本
の
人
類
学

─
植
民
地
主
義
・
異
文
化
研
究
・
学
術
調
査
の
歴
史
』
関
西
学
院
大
学
出
版
会


